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町 の 人 口 

人 口 9,462 人 （減22) 

男 4,540 人 （減13) 

女 4,922 人 （減9) 

世帯数 3,045世帯（減3) 

出生 3人 転入 20人 

死亡 9人 転出 36人 

(55年11月末日現在） 

,内は削月との増城 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

56年 

妬‘2 1 6 号 

【赤池町議会議事堂】 

新春あけまして 

おめでとうございます 

赤 池 町 役 場 赤 池 町 議 会 

赤池町教育委員会 赤池町農業委員会 

赤池町選挙管理委員会 



(3） 第216号 広 報 あ 昭和56年1月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

第216号 昭和56年1月1日 
ふ
J
 

、
 し

 
、
 カ

 

讐りつ 
しごあいさつ 

章
 

月
 

香
 

一
九
八
一
年
の
新
春
を
仰
ぎ
、
町
民
 

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
 

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
年
の
は
じ
め
に
 

当
た
り
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

八
〇
年
代
が
「
地
方
の
時
代
」
と
い
 

わ
れ
る
中
で
、
昨
年
八
月
三
日
、
町
長
 

」 

園
岡
 

町議会議長 早 麻 豊 

自勺 

視 

里予 

【こ 

立 

に
就
任
以
来
、
す
で
に
五
カ
月
を
経
過
 

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
に
課
 

せ
ら
れ
た
責
任
と
そ
の
使
命
の
重
大
さ
 

を
新
た
め
て
痛
蔵
」
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
 

あ
り
ま
す
。
日
本
の
経
済
は
高
度
成
長
 

か
ら
安
定
成
長
へ
の
路
線
を
着
実
に
歩
 

み
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
旧
産
炭
地
は
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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
リ
 

町
議
会
か
枠
『
表
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
 

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
旺
→
系
何
か
と
 

町
行
政
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
 

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

財 

政

国
回
 と 

産 

本
年
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
内
外
の
 

政
治
、
経
済
情
勢
の
中
、
昨
年
に
も
増
 

し
て
逼
迫
し
た
町
財
政
の
危
機
を
迎
え
、
 

町
執
行
部
、
町
議
会
、
そ
れ
に
町
民
の
 

皆
様
と
一
丸
に
な
っ
て
財
政
の
立
直
し
 

に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

} 、ら 

、
 

鷲
穀
翼
上
杉
佐
一
郎
氏
を
迎
え
 

『
人
権
を
尊
重
す
る
町
民
の
つ
ど
い
』
開
か
る
 

十
二
月
五
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
赤
 

池
町
人
権
尊
重
旬
間
に
あ
た
り
、
赤
池
 

町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
十
一
】
 

月
十
三
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
に
お
い
て
、
部
 

落
解
放
同
盟
中
央
本
部
書
記
長
の
上
杉
 

佐
一
郎
氏
を
お
招
き
し
て
「
人
権
か
茜
「
 

重
す
る
町
民
の
つ
ど
い
」
 
が
開
か
れ
ま
 

し
た
。
 

当
日
、
行
政
、
議
会
、
学
校
、
保
育
 

所
、
そ
の
他
一
般
よ
り
約
五
百
人
が
会
 

場
を
っ
ず
め
、
講
演
、
映
画
に
先
だ
ち
 

こ
の
人
権
尊
重
旬
間
に
あ
た
り
、
町
内
 

小
山
・
学
校
の
生
徒
た
ち
よ
り
六
百
七
＋
 

二
点
の
人
権
標
語
の
応
募
が
あ
り
、
・
」
 

【
講
演
上
杉
佐
一
郎
氏
の
（
人
権
と
同
和
問
題
よ
り
）
】
 

の
中
か
ら
九
点
が
入
選
し
、
当
日
こ
の
 

九
人
が
香
月
章
同
推
協
会
長
か
ら
表
彰
 

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
部
落
解
放
 

同
盟
中
央
本
部
書
記
長
の
上
杉
佐
一
郎
 

氏
に
よ
る
講
演
「
テ
ー
マ
・
人
権
と
同
 

和
問
題
」
が
約
一
時
間
四
十
分
に
わ
た
 

り
行
わ
れ
、
引
き
続
き
映
画
「
さ
く
ら
 

草
の
詩
」
が
一
時
間
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
差
別
 

の
な
い
赤
池
町
」
を
つ
く
る
た
め
の
貴
 

重
な
運
動
の
ー
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
 

論
、
こ
れ
か
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ま
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
り
 

ま
す
。
 

こ
こ
で
、
小
中
学
校
生
徒
た
ち
の
入
 

選
し
た
人
権
標
語
と
、
講
演
内
容
の
一
 

部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

【
人
権
標
語
】
 

O
手
を
つ
な
ご
う
 
差
別
を
な
く
す
 

み
ん
な
の
輪
（
上
野
小
5
）
長
野
美
樹
 

O
お
い
出
そ
う
 
心
の
す
み
の
 

差
別
の
芽
 

（ 
"
6
）
宮
崎
圭
一
 

O
ま
ず
な
く
そ
う
 
み
ん
な
の
ま
わ
り
 

の
 
小
さ
な
差
別
（
が
6
）
武
末
浩
司
 

O
人
権
を
 
み
ん
な
の
力
で
 

ま
も
り
ぬ
け
（
市
場
小
4
）
沢
井
秀
孝
 

O
あ
な
た
で
す
 
差
別
を
つ
く
る
も
 

な
く
す
の
も
（
 

"
5
）西 

康
年
 

③
人
の
和
と
 
心
で
な
く
す
 

差
別
の
芽
 

（ 

"
6
）
宮
川
佳
子
 

つ 
高
度
成
長
か
ら
は
取
り
残
さ
れ
、
背
負
 

っ
た
荷
物
は
財
政
負
担
と
い
う
切
実
な
 

悩
み
で
あ
リ
ま
す
。
加
え
て
、
産
炭
地
 

切
捨
て
と
い
わ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
 

止
問
題
や
、
失
業
対
策
事
業
の
終
息
宣
 

言
と
も
い
え
る
建
議
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
 

筑
豊
産
炭
地
は
新
し
い
政
策
が
完
全
に
 

て 

同
圏
政
 の 

見 

直 

整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
弱
者
切
リ
捨
 

て
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

こ
ん
に
ち
、
当
町
に
お
か
れ
て
い
る
 

現
状
は
、
国
の
政
策
で
当
然
な
さ
れ
る
 

べ
き
産
炭
地
振
興
事
業
や
同
和
対
策
事
 

業
等
に
よ
っ
て
地
方
自
治
体
へ
の
財
政
 

三
一
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
」
 

昨
年
は
、
多
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
 

ま
し
た
、
石
炭
関
係
法
令
の
延
長
が
な
 

さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
数
多
く
の
問
題
 

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
産
炭
地
市
町
 

村
の
財
政
力
強
化
の
問
題
、
企
業
誘
致
 

の
問
題
、
生
活
環
境
整
備
の
問
題
、
炭
 

鉱
離
職
者
の
就
労
問
題
、
鉱
害
復
旧
の
 

地 

諸 

間 

題 

層
 決 

を 

問
題
な
ど
を
か
か
え
、
ど
の
ー
つ
を
と
 

っ
て
も
重
要
な
問
題
ば
か
り
で
あ
り
、
 

切
り
捨
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

「
同
対
法
」
 
は
三
年
の
延
長
は
な
っ
 

た
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
で
は
解
決
で
き
 

る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
共
、
 

差
別
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
 

③
手
を
く
ん
で
 
歩
い
て
行
こ
う
 

差
別
の
な
い
道
赤
池
中
1
）
木
村
公
江
 

③
差
別
撲
滅
 
あ
な
た
の
勇
気
と
 

そ
の
力
 

（
"
2
）
小
松
尚
子
 

③
人
権
を
 
尊
ぶ
心
に
 

明
る
い
郷
土
 
（ 
が 
3
）
木
下
紀
子
 

【
テ
ー
マ
】
 

「
人
権
と
同
和
問
題
」
 

今
、
世
界
中
で
人
権
擁
護
の
あ
ら
し
、
 

う
ね
り
と
い
う
も
の
が
非
常
に
高
く
な
 

っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
 

昨
年
の
国
会
に
お
い
て
人
権
規
約
が
よ
 

う
や
く
八
〇
番
目
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
 

こ
の
批
准
一
つ
を
見
て
も
人
権
意
識
の
 

低
さ
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
す
。
 

私
は
部
落
解
放
運
動
を
、
松
本
治
一
 

郎
先
生
の
指
示
の
も
と
に
四
十
二
年
間
 

や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
の
中
 

で
私
の
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
差
別
事
 

件
が
、
こ
ん
に
ち
存
在
し
て
い
ま
す
。
 

特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
る
前
年
ま
で
 

は
結
婚
差
別
、
就
職
差
別
に
あ
ふ
れ
た
 

若
い
男
女
が
毎
年
一
二
〇
名
を
下
が
ら
 

な
い
自
殺
者
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
私
 

は
、
こ
の
こ
と
を
刃
物
を
使
わ
な
い
殺
 

人
罪
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
 

こ
の
自
殺
し
た
人
た
ち
は
、
将
来
大
き
 

な
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
 
一
生
懸
命
勉
強
 

し
、
学
校
か
無
十
業
、
又
、
愛
し
た
人
と
 

一
緒
に
な
ろ
う
と
一
生
懸
命
努
力
し
た
 

願
い
が
部
落
民
と
わ
か
っ
た
と
た
ん
に
、
 

そ
の
夢
と
希
望
が
一
切
閉
ざ
さ
れ
て
し
 

ま
っ
の
で
す
か
ら
、
生
き
る
望
み
を
な
 

く
し
て
自
殺
タ
エ
9
る
わ
け
で
す
。
 

1 

負
担
の
過
重
と
鉱
害
復
旧
事
業
の
認
定
 

及
び
事
業
の
遅
延
等
が
あ
り
、
こ
の
こ
 

と
が
ひ
い
て
は
町
民
皆
様
の
日
常
生
活
 

の
安
定
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
 

と
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
等
の
諸
要
 

因
を
十
分
に
把
握
し
、
町
議
会
議
員
の
 

皆
様
、
そ
し
て
町
民
の
皆
様
と
共
に
こ
 

を 
の
窮
状
を
訴
え
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
内
政
的
に
は
財
政
再
建
に
向
 

っ
て
皆
様
の
ご
意
見
を
十
分
に
拝
聴
し
、
 

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
と
っ
て
 

必
要
不
可
欠
な
事
業
を
重
点
選
択
し
、
 

そ
の
効
果
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
 

う
、
地
域
社
会
の
連
帯
を
深
め
る
べ
く
 

体
制
づ
く
り
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

財
政
再
建
対
策
は
、
先
ず
造
成
完
了
 

用
地
の
売
却
に
よ
り
住
宅
計
画
を
行
い
 

人
口
増
を
は
か
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
 

工
場
団
地
へ
の
企
業
誘
致
の
早
期
実
現
 

を
見
て
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
投
資
の
効
 

果
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
町
民
の
皆
様
に
は
ご
理
 

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
々
 

あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
共
、
 

町
行
政
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
り
ま
 

し
て
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
ご
援
助
下
 

さ
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
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し
て
、
同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
努
力
 

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

又
、
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
の
問
題
、
 

産
炭
地
復
興
の
問
題
、
北
方
領
土
の
間
 

題
な
ど
を
は
じ
め
数
多
く
の
諸
問
題
に
 

つ
い
て
も
、
国
、
県
に
対
し
そ
の
対
策
 

を
強
く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
 

て
お
り
ま
す
。
 

町
議
会
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
議
 

決
機
関
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
つ
 

つ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
よ
 

う
努
力
し
て
参
リ
ま
す
。
 

ど
う
か
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
 

援
、
ご
協
カ
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
 

共
に
、
町
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
 

幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
 

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

) り」 

り
 

今
年
は
幸
に
し
て
四
人
の
自
殺
者
に
 

留
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
部
落
解
放
 

同
盟
の
中
で
、
子
ど
も
会
活
動
や
奨
学
 

生
集
会
、
そ
し
て
部
落
の
親
た
ち
が
研
 

錯
を
積
み
重
ね
て
差
別
に
負
け
な
い
、
 

差
別
と
闘
う
人
間
が
生
ま
れ
て
き
た
か
 

ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
に
ち
部
落
大
衆
 

は
、
自
分
の
人
権
を
考
え
、
相
手
方
の
 

人
権
も
考
え
る
立
場
に
随
分
変
っ
て
き
 

き
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
ま
す
。
 

も
う
ー
つ
に
、
多
く
の
部
落
大
衆
の
 

人
権
を
商
い
す
る
、
差
別
を
売
り
買
い
 

す
る
「
地
名
総
鑑
」
事
件
も
そ
う
で
あ
 

り
ま
す
。
こ
れ
は
相
当
意
識
の
あ
る
思
 

想
分
子
の
高
い
者
が
部
落
民
と
国
民
と
 

を
対
立
さ
せ
、
国
民
全
体
を
バ
ラ
バ
ー
フ
 

に
す
る
た
め
に
や
ら
れ
て
い
る
行
為
で
 

あ
り
、
こ
う
い
う
世
の
中
が
続
く
限
り
 

地
名
総
鑑
は
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。
し
 

た
が
っ
て
、
そ
の
民
に
か
か
ら
な
い
ょ
 

う
に
差
別
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
一
緒
 

に
な
っ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
ん
に
ち
、
日
本
各
地
に
い
ろ
い
ろ
 

立
派
な
建
一
 

が
出
来
て
お
り
ま
す
。
特
 

に
部
落
だ
け
に
立
派
な
建
一
 
が
出
来
た
 

と
い
う
こ
と
に
国
民
の
人
が
ね
た
み
、
 

そ
し
て
そ
れ
を
引
き
下
げ
よ
っ
と
す
る
 

考
え
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
分
の
性
格
 

の
向
上
も
、
文
化
の
向
上
も
妨
げ
て
い
 

る
こ
と
な
の
で
す
。
日
本
山
ー
の
ど
こ
に
 

出
来
よ
う
と
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
見
習
 

い
勉
強
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
も
 

つ
く
ろ
う
と
み
ん
な
が
一
生
懸
命
競
い
 

合
い
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

◇
◇
◇
◇
◇
 

農
業
委
員
会
よ
り
 

選
挙
人
名
簿
の
啓
一
申
請
 

農
業
委
員
の
改
選
が
今
年
七
月
 

に
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
一
月
十
五
 

日
ま
で
に
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
 

書
の
提
出
方
を
お
願
い
し
て
お
り
 

ま
す
が
、
組
合
に
加
入
し
て
い
な
 

い
方
で
該
当
者
が
い
る
も
の
と
思
 

わ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
役
 

場
農
業
委
員
会
ま
で
申
し
出
下
さ
 

い
。
な
お
、
該
当
者
は
十
九
ア
ー
 

ル
以
上
耕
作
し
て
い
る
農
家
の
方
 

で
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
 

で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
 

J 
☆ 

和
名
 
睦
月
（
む
つ
き
）
 

年
の
は
じ
め
に
家
庭
や
多
く
の
人
び
 

と
が
、
互
い
に
睦
み
あ
い
を
か
さ
ね
る
 

こ
と
を
略
し
た
も
の
。
 

1
日
（
木
）
 

元
旦
 

年
賀
 
新
年
拝
賀
 

2
日
（
金
）
 

初
夢
 
初
荷
 
書
初
め
 

皇
居
一
般
参
賀
 

新
聞
休
刊
日
 

3
日
（
土
）
 

元
始
祭
 

5
日
（
月
）
 

官
庁
仕
事
始
め
 

6
日
（
火
）
 

小
寒
 

7
日
（
水
）
 

七
草
 

8
日
（
木
）
学
校
始
業
 

11 

日
（
日
）
 

消
防
出
初
式
（
方
城
町
グ
 

ラ
ウ
ン
ド
）
 

鏡
開
き
 
蔵
開
き
 

大
相
撲
初
場
所
 

15 

日
（
木
）
 

赤
池
町
成
人
式
（
組
 10
 

ー）n 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

成
人
の
日
 
お
年
玉
つ
き
 

年
賀
は
が
き
抽
せ
ん
会
 

16 

日
（
金
）
住
民
福
祉
講
座
（
鶏
麟
色
 

17 

日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

20 

日
（
火
）
 

二
十
日
正
月
 
大
寒
 

23 

日
（
金
）
住
民
福
祉
講
座
（
鶏
麟
色
 

26 

日
（
月
）
 

文
化
財
防
火
デ
ー
 

27 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

国
旗
制
定
記
念
日
 

30 

日
（
金
）
住
民
福
祉
講
座
（
鶏
麟
也
 

▼
希
望
に
燃
え
て
努
力
す
る
人
は
 

常
に
老
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
▲
 



(5） 第216号 
け 昭和56年1月1日 （4) し、 か

 
あ
 

報
 

広
 

第216号 昭和56年1月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

赤
池
町
の
財
政
 

昭
和
 54
 

年
度
決
算
と
 

昭
和
 55
 

年
度
予
算
執
行
状
況
 

年
の
初
め
と
し
て
、
新
年
号
で
赤
池
 

町
の
昭
和
五
十
四
年
度
決
算
、
及
び
昭
 

和
五
十
五
年
度
予
算
（
九
月
補
正
ま
で
）
 

の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。
 

54 

年

度

決

算

の

状

況

 

圏
 
概
要
 
歳
入
四
六
億
五
一
九
七
万
 

五
千
円
、
歳
出
四
八
億
六
五
七
一
万
円
、
 

こ
の
結
果
、
差
引
△
二
億
一
三
七
三
万
 

六
千
円
と
な
り
、
こ
の
差
引
額
か
ら
翌
 

」
」
藩
鳳
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
の
控
除
額
は
 

△
二
億
】
九
九
九
万
六
千
円
の
歳
入
不
 

足
が
生
じ
、
翌
土
」
‘
鳳
の
歳
入
を
繰
上
げ
 

て
歳
入
不
足
を
補
て
ん
し
ま
し
た
。
 

圏
 
歳
入
の
状
況
 
町
税
や
分
担
金
、
 

負
担
金
、
手
数
料
、
使
用
料
の
よ
フ
な
 

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
、
い
わ
ゆ
 

る
自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の
約
一
三
％
 

程
度
で
、
残
り
は
地
方
交
付
税
、
国
民
 

支
出
金
、
町
債
の
よ
う
な
国
や
県
の
意
 

志
決
定
に
基
づ
き
収
入
で
き
る
依
存
財
 

源
で
あ
り
ま
す
。
当
町
は
、
国
や
県
に
 

大
き
く
依
存
し
た
財
政
の
組
立
て
に
な
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

圏
 
歳
出
の
状
況
 
そ
れ
で
は
私
た
ち
 

の
税
金
が
ど
の
よ
フ
な
費
目
に
ど
う
使
 

わ
れ
た
か
を
見
て
み
る
と
、
民
生
費
は
 

う へ
 

千
円
（
構
成
比
五
四
％
)
 

▼
一
般
公
共
事
業
（
十
億
七
三
八
七
万
 

二
千
円
）
 

▽
ボ
タ
山
防
災
工
事
▽
 

鉱
主
履
旧
費
（
下
水
道
）
▽
炭
鉱
離
職
 

者
緊
急
就
労
対
策
事
業
▽
産
炭
地
域
開
 

発
就
労
対
策
事
業
▽
特
定
地
域
開
発
就
 

労
対
策
事
業
▽
一
般
失
業
対
策
事
業
▽
 

農
業
基
盤
整
備
事
業
（
た
め
池
）
 

▼
公
営
住
宅
建
設
市
翼
未
（
ニ
億
111
五
五
 

〇
万
六
千
円
）
 

▽
市
場
団
地
二
四
 

戸
、
高
尾
団
地
九
戸
、
既
設
公
営
住
宅
 

改
善
四
二
戸
 

▼
義
務
教
育
娩
収
整
備
事
業
（
一
億
九
 

八
四
四
万
三
千
円
）
 

▽
市
場
小
学
 

校
校
舎
改
築
事
業
 

▼
過
疎
対
策
事
業
（
九
六
四
五
万
五
千
 

円） 

▽
プ
ー
ル
管
理
棟
▽
猿
田
集
 

会
所
 

▼
厚
生
福
祉
襲
収
整
備
事
業
（
二
〇
七
 

〇
万
円
）
 

▽
バ
レ
ー
、
テ
ニ
ス
コ
 

ー
ト
整
備
事
業
 

▼
同
和
対
策
事
業
（
九
億
四
二
三
八
万
 

九
千
円
）
 

▽
同
和
対
策
事
業
（
防
 

火
水
槽
、
下
排
水
路
、
大
型
共
同
作
業
 

所
展
示
場
及
び
倉
庫
、
児
童
遊
園
地
、
 

消
防
車
庫
）
▽
児
童
福
祉
事
業
（
中
尾
 

保
育
所
）
▽
環
境
衛
生
事
業
（
納
骨
堂
 

敷
地
保
全
）
▽
農
業
振
興
同
和
対
策
事
 

業
（
農
道
、
農
機
具
倉
庫
、
か
ん
が
い
 

娩
醜
、
農
業
水
路
改
良
、
農
機
具
購
入
、
 

た
め
池
改
良
）
▽
道
路
橋
り
ょ
う
新
 

設
改
良
事
業
（
旧
赤
池
橋
撤
去
）
▽
道
 

路
橋
り
ょ
う
事
業
（
道
路
改
良
舗
装
）
 

▽
住
宅
団
地
造
成
事
業
▽
同
和
教
育
事
 

業
（
集
会
所
）
▽
交
通
安
全
娩
醜
整
備
 

幼
児
、
老
人
等
の
福
祉
を
増
」
些
9
る
た
 

め
の
福
祉
経
費
、
同
和
対
策
費
、
不
良
 

環
境
地
区
の
改
善
費
等
で
あ
り
ま
す
。
 

労
働
費
は
、
失
業
対
策
上
必
要
な
一
 

般
失
対
、
緊
就
、
開
就
、
特
開
事
業
の
 

失
業
対
策
四
事
業
で
あ
り
、
住
宅
団
地
 

造
成
、
道
路
整
備
な
ど
を
す
す
め
て
お
 

り
ま
す
。
土
木
費
は
、
道
路
の
維
持
補
 

修
、
新
設
改
良
舗
装
、
鉱
害
に
よ
る
下
 

水
道
復
旧
事
業
、
住
宅
建
設
事
業
等
で
 

あ
り
ま
す
。
教
）
易
貝
は
、
小
中
学
校
の
 

管
理
運
営
費
、
市
場
小
学
校
改
築
費
、
 

社
会
教
育
に
お
け
る
青
少
年
教
育
、
成
 

人
教
育
、
家
庭
教
育
学
級
等
の
充
実
を
 

は
か
る
と
共
に
、
社
会
教
育
施
設
の
整
 

備
充
実
等
で
あ
り
ま
す
。
災
害
復
旧
費
 

は
、
水
害
に
よ
る
道
路
、
農
地
等
の
復
 

旧
費
、
ボ
タ
山
防
災
事
業
等
で
あ
り
ま
 

す
。
公
債
費
は
、
過
去
に
建
設
事
業
を
 

行
う
た
め
に
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
 

お
金
の
元
利
償
還
で
あ
り
ま
す
。
 

圏
 
町
税
の
負
担
状
況
 

一
世
帯
当
た
 

り
▽
五
三
年
度
は
（
五
万
三
六
五
四
円
 

）
▽
五
四
年
度
で
（
六
万
四
八
円
）
、
 

一
人
当
た
り
▽
五
三
年
度
は
（
一
万
六
 

八
七
七
円
）
▽
五
四
）
」
由
一
で
（
一
万
九
 

三
四
。
円
）
 

その他 一 私たちの税金はどう使われたか 
4億241カ円（8.8%) 

欝慧響円（5.2%) 
民生費 

8億9,930万9千円 

(18.5%) 

総務費 
2億7,569万3干円 

(5.7%) 

そ の他 

2億789万円（4.5%) 

私たち町の財政の組みたて 町 税 

1億8,104万5千円 

※そ の他 

地方譲与税（2,033万8千円） 

自動車取得税交付金（2,122万8千円） 

娯楽施設利用税（59万9千円） 

交通安全対策特別交付金（72万9千円） 

分担金・負担金（6,586万6千円） 

使用料・手数料（1,764万2千円） 

繰入金（1,040万円） 

諸収入（7,108万8千円） 

地方交付税 

11億8,597万1千円 

(25.5%) 

(3.9%) 

財産収入 

3億3,I鷲 
(7 

ー般会計 

歳 入 
46億5, 197万5千円 

県支出金 

7億1,212万1千円 

(15.3%) 

圏
 
町
債
の
状
況
 
昭
和
五
四
年
度
末
 

現
在
高
五
八
億
六
一
六
〇
万
九
千
円
で
 

あ
り
、
こ
れ
は
建
設
事
業
な
ど
大
き
な
 

事
業
を
行
う
と
き
に
郵
政
省
や
大
蔵
省
 

な
ど
か
ら
借
り
た
借
金
で
あ
り
、
将
来
 

労働費 

6億6.344万 
9千円 

(13.6%) 

―般会計 

歳 出 
48億6,571万1千円 

災害復旧費 
4億9,845万7干円 

(10.2%) 

諸支出金 

3億154万5千円 

(6.2%) 

※そ の他 

議会費（5,746万9千円） 

衛生費（1億1,101万3千円） 

商工費（2,463万9千円） 

消防費（5,178万2千円） 

前年度繰上充用金 

(1億5,750万7千円） 

事
業
 

▼
一
般
単
独
事
業
（
一
三
二
九
万
一
千
 

円） 

▽
下
排
水
路
整
備
事
業
（
中
 

尾
地
区
）
 

公債費 
5億2,470万2千円 

(10.8%) 

土木費 
5億155万 
9千円 
(10.3%) 

教育費 

5億2,202万 

8千円 
(10.7%) 

昭和55年度一般会計予算の状況 （55. 9 末現在） 

▼
災
害
復
旧
事
業
（
一
億
一
一
六
万
三
 

千
円
）
 

▽
道
路
、
農
地
、
住
宅
団
 

地
、
災
害
復
旧
事
業
 

峯

 
業

 
W
末
 
峯

 
W
末
 
峯

 
業
 

（歳 出） （単位＝千円） 

区 分 予 算 額 構成比 区 分 予 算 額 構成比 

1 ．町 税 195, 245 4.5 1 ．議 会 費 57.377 1 .4 

2 ．地 方 譲 与 税 15,805 0.4 2 ．総 務 費 259,782 6.1 

3 ．娯楽施設利用税交付金 560 3 ．民 生 費 653,082 15.1 

4 ．自動車取得税交付金 18,514 0.4 4 ．衛 生 費 135,840 3.1 

5 ．地 方 交 付 金 1,320,823 30.5 5 ．労 働 費 785,326 18.1 

6 ．交通安全対策特別交付金 800 6 ．農 林 水 産 業 費 201,387 4.6 

7．分担金及び負担金 71,813 1 .8 7 ．商 工 費 8,489 0.2 

8．使用料及び手数料 21,673 0.5 8 ．土 木 費 474,455 10.9 

9‘国 庫 支 出 金 1,064,312 24.5 9 ．消 防 費 49,719 1.1 

10．県 支 出 金 368,801 8.5 10．教 育 費 377,190 8.7 

11．財 産 収 入 149,435 3.4 11‘災 害 復 ~日 費 195,155 4.5 

12．寄 付 金 1 12.公 債 費 633,753 14.6 

13．繰 入 金 284,016 6.5 13．諸 支 出 金 284,020 6.5 

14．繰 越 金 1 14．予 備 費 2,000 

15．諸 収 入 298, 397 6.9 15．繰 上 充 用 金 220,000 5.1 

16．町 債 515,700 11.9 

合 計 4,337,575 100.0 合 計 4,337,575 100.0 

、〕・ 

町 債 

10億5.690万円 

(22.7%) 

国庫支出金 

9億6,989万8千円 

(20.8%) 

長
期
間
に
わ
た
っ
て
返
し
て
い
か
ね
ば
 

な
ら
な
い
お
金
で
す
。
 

54 

年
度
事
業
の
主
な
も
の
 

圏
事
業
費
総
額
二
七
億
七
〇
〇
〇
万
一
一
 

J
 

” ガ ガ 

昭和54年度特別会計 

（単位一千円） 

区 分 歳 入 歳 出 差引額 

町 立 病 院 事 業 392,774 435,798 A 43,024 

上 水 道 事 業 164,075 190,120 A 26,045 

国 民 健 康 事 業 259,071 264,561 A 5,490 

赤池橋架設準備積立金 10,400 10,400 0 

住宅新築資金等貸付事業 320,710 313,535 7,175 

地 域 開 発 事 業 674,539 87,558 586,981 

" ク
 

刀
 

万
 

"
 
"
 

ク
況
 

ガ
状
 

ガ
算
 



(7） 第216号 
昭和56年1月1日 け

 
し、 か

 
あ
 

報
 

広
 

第216号 

晴
れ
て
お
年
寄
り
が
挙
式
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
で
 

町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
（
入
 

荘
者
四
十
一
人
、
男
一
一
十
二
女
二
十
）
 

で
、
十
一
月
二
十
七
日
（
木
）
午
前
十
一
 

時
か
ら
集
会
所
に
お
い
て
、
佐
藤
貢
さ
 

ん（ 
77 

歳
）
と
石
橋
シ
ズ
エ
さ
ん
（
 74 

歳） 

が
、
め
で
た
く
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た
。
 

新
郎
の
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
 

年
三
月
に
八
幡
西
区
よ
り
、
新
婦
の
石
 

橋
さ
ん
は
、
昭
和
四
＋
六
年
十
一
月
に
 

鞍
手
町
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
当
町
の
老
人
 

ホ
ー
ム
天
郷
荘
に
入
荘
し
て
お
リ
ま
す
 

が
ゴ
ー
人
は
昨
年
よ
り
急
に
親
し
く
な
 

り
、
あ
ま
り
の
二
人
の
仲
に
天
郷
荘
の
 

職
員
で
あ
る
松
尾
重
男
荘
長
と
大
久
保
 

昭
子
調
理
主
任
の
仲
人
に
よ
り
、
十
一
 

月
ニ
十
七
日
に
晴
れ
て
挙
式
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

挙
式
に
は
、
二
人
の
娘
さ
ん
と
息
子
 

さ
ん
た
ち
も
出
席
し
、
職
員
の
み
な
さ
 

【目出たく挙式をあげるお年より・集会所で】 

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
た
ち
の
協
 

力
を
得
て
、
無
事
、
式
を
終
え
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
職
員
の
み
な
さ
ん
方
の
 

配
慮
に
よ
り
、
昼
食
時
に
披
露
宴
が
と
 

り
行
わ
れ
、
ご
ち
そ
う
の
中
、
多
く
の
 

お
年
寄
り
た
ち
か
ら
盛
ん
に
祝
福
の
拍
 

手
や
、
お
祝
い
の
言
葉
が
お
く
ら
れ
、
 

本
当
に
二
人
は
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
ま
で
も
二
人
で
 

仲
よ
く
、
お
元
気
で
、
長
生
き
し
て
下
 

さ
い
。
 

55 

年
慰
間
団
の
皆
様
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

天
郷
荘
老
人
・
賛
一
同
よ
り
 

昨
年
中
は
、
町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

天
郷
荘
を
慰
問
さ
れ
ま
し
た
町
内
の
慰
 

間
団
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
一
」
 

ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
 

す。 

〈
慰
問
団
の
皆
様
の
ご
紹
介
〉
 

▽
一
月
十
日
、
久
原
弘
（
金
一
封
）
 

▽
三
月
三
十
一
日
、
中
村
千
鶴
他
舞
踊
 

団
一
同
（
菓
子
・
果
物
）
 

▽
七
月
十
五
日
、
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
（
金
 

一封） 

▽
八
月
一
日
、
上
野
保
育
所
・
母
の
会
 

一
同
（
菓
子
・
果
物
）
 

▽
九
月
十
五
日
、
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
（
金
 

一
封
）
・
池
田
牛
乳
店
（
金
一
封
、
 

プ
リ
ン
）
 

・
小
松
宏
（
果
物
）
 

▽
九
月
三
十
日
、
赤
池
保
育
所
・
母
の
 

会
一
同
（
衣
類
）
 

▽
十
一
月
十
四
日
、
山
杢
琴
具
店
（
金
 

一封） 

つ
 

0
' 

おばあちゃん肩たたいてあげる 
・市場保育所の園児たち】 

▽
十
二
月
六
日
、
市
場
保
育
所
・
母
の
 

会
一
同
（
果
物
・
毛
糸
帽
子
）
 

一 ち
 

ま
 

の
 

一
 芸

 
文
 

一
 

一
 

こ
れ
か
ら
の
俳
句
 

池
田
 

一
歩
 

俳
句
も
例
外
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
 

へ
ん
せ
ん
あ
つ
れ
き
 

時
代
の
変
要
範
蝶
を
く
ぐ
り
抜
け
、
江
 

戸
文
化
の
隆
盛
と
共
に
俳
界
も
ま
た
芸
 

術
的
レ
ベ
ル
を
高
め
つ
つ
、
文
人
仲
間
 

に
あ
る
種
の
評
価
と
位
置
づ
け
が
定
ま
 

り
、
中
で
も
芭
蕉
が
異
色
の
新
人
と
し
 

て
台
頭
、
旬
日
を
待
た
ず
し
て
俳
壇
の
 

ト
ッ
プ
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
 

で
す
。
 

芭
蕉
タ
缶
I
心
に
十
年
有
余
隆
盛
が
続
 

き
、
芭
蕉
没
後
、
永
い
低
迷
時
代
を
経
 

て
、
や
が
て
蕪
村
の
出
現
に
よ
っ
て
芭
 

蕉
が
再
評
価
さ
れ
る
と
共
に
、
蕪
村
も
 

ま
た
絵
画
技
法
を
俳
句
の
中
に
取
り
入
 

れ
、
蕪
村
時
代
を
確
立
し
、
不
動
の
名
 

声
を
得
た
の
で
す
が
、
蕪
村
の
没
後
 

ま
た
例
の
月
並
俳
譜
師
が
巾
を
利
か
叱
 

保
守
的
で
中
ば
遊
び
に
近
い
俳
句
が
流
 

や
 

ひ
ん
し
ゅ
く
 

行
り
、
心
あ
る
者
の
頻
盛
を
買
っ
た
も
 

の
で
、
明
治
の
文
芸
復
興
期
に
入
り
、
 

正
岡
子
規
が
逸
早
く
詩
歌
の
改
革
に
乗
 

り
出
し
、
そ
の
結
果
、
今
日
の
隆
盛
と
 

な
っ
た
次
第
で
す
。
 

当
時
、
日
本
語
も
統
一
さ
れ
た
も
の
 

で
な
く
就
中
文
章
語
は
ま
ち
ま
ち
で
し
 

た
。
詩
歌
の
世
界
で
も
作
家
た
ち
の
個
 

性
の
ま
ま
に
書
か
れ
、
為
に
一
般
に
は
 

馴
染
み
に
く
く
、
子
規
等
は
そ
の
為
に
 

随
分
と
苦
心
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
同
時
代
の
夏
目
激
石
も
自
己
の
 

ひ
と
か
た
 

文
体
を
作
り
出
す
ま
で
に
は
一
方
な
ら
 

ぬ
苦
心
の
跡
が
み
え
ま
す
。
 

子
規
、
猷
石
後
の
俳
人
や
小
説
家
に
 

は
、
あ
る
種
の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
、
そ
 

れ
か
ら
は
と
み
に
作
り
易
く
な
っ
た
の
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
世
 

の
中
変
り
者
が
い
て
、
俳
句
と
い
う
名
 

を
使
っ
て
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
 

●
坂
か
け
下
り
て
来
て
粉
屋
が
泣
く
 

ひ
い
き
 
め
 

ど
う
晶
鳳
目
に
み
て
も
文
字
と
は
い
 

い
難
く
、
第
一
意
味
が
汲
み
と
れ
な
い
。
 

詩
歌
は
と
に
か
く
、
理
解
を
し
て
頂
く
 

謙
虚
さ
を
忘
れ
て
は
見
捨
て
ら
れ
て
い
 

く
ば
か
り
で
す
。
 J

 

ノ
→
 

今
日
の
文
章
語
は
昔
か
ら
あ
っ
た
の
 

で
は
な
く
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
今
日
 

の
形
が
整
い
、
詩
歌
の
世
界
も
同
様
、
 

よ
う
や
く
庶
民
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
 

な
っ
た
の
で
す
。
今
日
の
詩
歌
の
隆
盛
 

ひ
と
え
 

は
一
重
に
子
規
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
 

大
で
、
今
日
の
俳
人
に
し
ろ
作
家
に
し
 

ろ
高
い
レ
ベ
ル
の
然
も
文
芸
の
名
に
価
 

す
る
作
品
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
 

で
あ
る
。
そ
の
水
先
案
内
は
子
規
で
あ
 

り
、
瀬
石
で
あ
る
わ
け
で
す
。
 

少
し
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
 

今
、
私
ど
も
は
誰
に
で
も
解
っ
て
も
ら
 

え
る
作
品
を
と
心
掛
け
、
同
時
に
若
い
 

人
々
の
共
感
を
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
作
 

品
を
念
じ
て
い
ま
す
。
 

英
彦
山
は
、
私
ど
も
俳
人
に
と
り
ま
 

し
て
は
、
い
わ
ば
道
場
に
等
し
く
、
 
一 

年
を
通
じ
数
回
欠
か
さ
ず
訪
れ
て
い
ま
 

す
。
殊
に
豊
前
坊
は
馴
染
み
が
深
く
、
 

先
日
、
詣
で
た
折
に
で
き
た
も
の
が
次
 

の
句
で
す
。
 

●
獣
と
も
鳥
の
声
と
も
豊
前
坊
 

英
彦
山
は
下
界
よ
り
気
温
が
五
ー
六
 

度
低
く
、
霧
の
湧
く
季
節
の
豊
前
坊
は
 

数
千
年
の
樹
齢
の
杉
間
を
霧
が
と
び
、
 

忽
ち
に
し
て
冷
ま
じ
さ
が
身
を
包
み
、
 

神
の
存
在
を
疑
う
こ
と
の
で
き
な
い
心
 

地
に
な
り
ま
す
。
時
折
、
獣
と
も
鳥
と
 

も
つ
か
ぬ
奇
声
に
、
暫
く
下
界
の
こ
と
 

等
忘
れ
て
し
ま
・
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
 

を
句
に
託
し
た
わ
け
で
す
。
 

※
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら
公
 

民
館
句
会
を
催
し
て
お
り
ま
す
。
お
い
 

で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
池
田
一
歩
 

〕
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町内四保育所（5歳児）が 

大型共同作業場を見学 

三 卒園記念に手造りを 三 

o 

、

，

コ

 

今
年
も
赤
池
町
四
保
育
所
（
五
歳
児
）
 

で
は
、
三
月
二
＋
五
日
（
水
）
の
卒
園
記
 

念
に
上
野
焼
を
自
分
の
手
で
造
ろ
う
と
、
 

十
二
月
十
六
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら
上
 

野
焼
大
型
共
同
作
業
場
を
見
学
し
ま
し
 

た。 
当
日
は
、
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
園
長
 

は
じ
め
保
母
さ
ん
に
引
率
さ
れ
施
設
見
 

学
を
行
い
、
赤
池
四
〇
人
、
中
尾
四
七
 

人
、
市
場
二
三
人
、
上
野
三
七
人
の
一
 

四
七
人
の
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
工
場
 

内
を
見
学
し
、
特
に
ロ
ク
ロ
を
廻
し
て
 

粘
土
で
い
ろ
い
ろ
造
っ
て
い
る
作
業
場
 

で
は
熱
心
に
目
を
そ
そ
ぎ
、
こ
の
あ
と
 

新
し
く
出
来
た
上
り
窯
と
展
示
場
を
見
 

学
し
、
展
示
場
で
は
園
長
先
生
の
注
意
 

事
項
や
説
明
を
よ
く
聞
き
な
が
ら
、
立
 

派
に
出
来
上
が
っ
た
作
品
に
お
ど
ろ
き
 

の
目
を
く
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

帰
り
に
は
共
同
作
業
場
よ
り
各
園
と
 

も
一
人
八
百
グ
ラ
ム
の
粘
土
を
持
ち
帰
 

り
、
園
生
活
最
後
の
記
念
に
子
ど
も
た
 

ち
は
、
早
速
そ
れ
ぞ
れ
夢
を
託
し
た
作
 

品
造
り
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
作
品
は
乾
燥
後
、
共
同
作
業
場
 

で
窯
入
れ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
品
が
 

J
ー 

、J 

ー
カ
月
後
に
出
来
上
が
り
ま
す
。
 

【展示場を熱iL.に見学する子どもたち】 
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差
別
を
な
く
す
た
め
に
①
 

す
べ
て
の
人
び
と
は
、
生
ま
れ
な
が
 

ら
に
し
て
平
等
で
あ
り
、
私
た
ち
一
人
 

ひ
と
り
の
基
本
的
人
権
は
、
永
久
の
権
 

利
と
し
て
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
同
和
地
区
の
人
 

び
と
は
長
い
間
に
わ
た
る
身
分
差
別
に
 

よ
っ
て
、
い
ま
だ
に
職
業
を
自
由
に
選
 

ぶ
こ
と
も
で
き
ず
、
教
育
の
機
会
均
等
 

も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
居
 

住
と
移
転
の
自
由
や
、
結
婚
の
自
由
も
 

否
元
全
に
し
か
保
障
さ
れ
て
は
い
ま
せ
 

ん
。
こ
の
こ
と
が
も
と
で
、
永
い
間
、
 

同
和
地
区
の
人
び
と
の
生
活
は
低
い
状
 

態
に
あ
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
そ
の
こ
 

と
が
「
部
落
差
別
」
な
の
で
す
。
 

そ
こ
で
政
府
は
、
こ
の
問
題
を
一
日
 

も
早
く
解
決
す
る
こ
と
は
「
国
及
び
地
 

方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
、
 

ま
た
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と
し
て
、
 

法
に
よ
っ
て
そ
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
 

た
。
今
回
は
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
た
 

日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
の
中
か
 

ら
、
い
く
つ
 

ヒ
ょ
う
こ
う
 

ば
っ
 

か
の
条
項
を
抜
す
い
し
て
 

紹
介
し
て
み
ま
す
。
 

日
本
国
憲
法
（
昭
和
 22 

年
5
月
3
日
 

施
行
）
 

主
ユ
う
ゆ
う
 

圏
第
十
一
条
（
基
本
的
人
権
の
享
有
）
 

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
 

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
差
 

別
さ
れ
な
い
。
 

圏
第
二
十
ニ
条
（
居
住
、
移
転
及
び
職
 

せ
ん
た
く
 

緯
縄
訳
の
自
由
）
 

何
人
も
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
 

限
り
、
居
住
、
移
転
、
及
び
職
業
選
択
 

の
自
由
多
工
有
す
る
。
 

圏
第
二
十
四
条
（
家
族
関
係
に
お
け
る
 

そ
ん
げ
ん
 

個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
）
 

同
和
問
題
を
全
町
民
の
も
の
に
 

皇
441
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
 

国
民
に
儀
す
る
基
本
的
人
権
は
、
儲
 

す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
 

て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
 

れ
る
。
 

圏
第
十
四
条
（
平
等
原
則
）
 

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
 

じ
ん
し
け
 

L
ん
じ
ょ
う
せ
い
べ
つ
 

あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
 

‘
り
ん
ち
 

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
 

こ
ん
い
ん
 

婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
 

い
て
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
 

有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
相
互
の
 

協
力
に
よ
り
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
 

教
青
基
本
法
（
昭
和
 22 

年
3
月
 22 

日
 

制
定
）
 

き
か
い
 

圏
第
」
系
（
教
育
の
機
会
均
等
）
 

①
す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と
し
く
、
そ
の
 

能
カ
に
応
ず
る
教
育
を
受
け
る
機
会
を
一
一
 

与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
一
一
 

あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
 

的
身
分
、
経
済
的
地
位
又
は
門
地
に
よ
 

っ
て
、
教
育
上
差
別
さ
れ
な
い
。
 

②
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
能
ガ
が
 

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
 

に
結
て
修
学
姻
難
な
者
に
対
し
て
、
 

奨
学
の
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い。 
以
上
、
五
つ
の
関
連
し
た
法
を
あ
げ
 

ま
し
た
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
同
 

和
問
題
を
十
分
に
理
解
し
て
自
分
の
間
 

題
と
し
て
取
り
く
ん
で
い
た
だ
く
た
め
 

け
い
さ
い
 

に
、
本
年
よ
り
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か
同
和
間
 

題
の
解
決
を
通
し
て
日
本
の
真
の
民
主
 

か
く
リ
つ
 

的
社
会
の
確
立
を
は
か
る
た
め
、
職
場
 

や
家
庭
で
十
分
な
る
学
習
を
つ
み
あ
げ
 

せ
つ
ぼ
っ
 

で
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。
 

つ
づ
く
 

」

 

一
一
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一
一
 一
 

一
 
一
 

一
 一 一 

一
一
 

一
一
 

一
一
 

J
 

タ
コ
あ
げ
は
 

電
線
の
な
い
と
こ
ろ
で
 

タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
 

お
父
さ
ま
、
お
母
さ
ま
へ
お
願
い
。
 

電
線
の
近
く
で
は
、
タ
コ
を
絶
対
あ
 

げ
な
い
よ
う
に
、
お
子
様
へ
ご
注
意
く
 

だ
さ
い
。
九
州
電
力
で
は
、
五
十
四
年
 

度
に
全
九
州
で
、
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
 

た
約
三
、
六
〇
〇
個
も
の
タ
コ
を
除
却
 

し
ま
し
た
。
 

電
線
に
か
か
っ
た
タ
コ
は
、
危
険
で
 

す
か
ら
自
分
で
と
ら
ず
に
、
近
く
の
九
 

州
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
タ
コ
を
と
ろ
う
と
し
て
電
柱
に
の
 

ぽ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

●
タ
コ
を
と
ろ
う
と
し
て
、
糸
を
ひ
 

っ
ぱ
っ
た
り
電
線
を
竹
ざ
お
な
ど
 

で
つ
つ
く
の
は
大
変
危
険
で
す
。
 

●
タ
コ
を
と
ろ
う
と
し
て
、
糸
を
ひ
 

っ
ぱ
っ
た
り
電
線
を
竹
ざ
お
な
ど
 

で
つ
つ
く
の
は
大
変
危
険
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
停
電
し
て
近
所
の
み
 

な
さ
ま
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
。
 

九
州
電
力
株
式
会
社
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20 

歳
に
な
っ
た
ら
 

国
民
年
金
の
加
入
届
を
 

圏
将
来
の
生
活
設
計
は
青
年
期
か
ら
 

最
近
の
皿
応
『
寿
命
の
伸
び
と
と
も
に
、
 

わ
が
国
も
世
界
で
一
、
二
を
あ
ら
そ
う
 

長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
う
な
る
と
、
な
お
さ
ら
老
後
へ
の
 

備
え
が
必
要
で
す
。
若
い
人
は
、
老
後
 

は
遠
い
将
来
の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
す
 

が
、
必
ず
訪
れ
る
自
分
の
老
後
の
生
活
 

設
計
は
青
年
期
か
ら
た
て
て
お
か
ね
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

圏
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
 

入
を
 

日
本
国
内
に
住
む
二
十
歳
か
ら
五
十
 

九
歳
ま
で
の
国
民
で
、
職
場
で
厚
生
年
 

金
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
 

人
は
、
す
べ
て
「
国
民
年
金
」
 
に
加
入
 

し
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
昼
間
部
の
 

学
生
は
、
本
人
の
希
望
で
加
入
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

圏
い
ろ
ん
な
時
に
保
障
が
あ
る
 

国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き
の
 

老
齢
年
金
ば
か
り
で
な
く
、
途
中
の
事
 

故
に
対
し
て
障
害
」
m
人
立
や
母
子
年
金
な
 

ど
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
の
額
 

は
、
そ
の
時
々
の
生
活
水
準
に
合
わ
せ
 

て
調
整
さ
れ
、
年
金
の
価
値
が
下
ら
な
 

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

エンゼルクイズ 

【第53回出題】 
’☆F 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、門松、しめ飾リ、鏡餅などのお飾リは、 

いつ飾ればよいといわれているでしょう？ 

④暮れの28日までか、30日に飾る。 

⑧大晦日に飾る。 

＠歳末のいつ飾ってもよい。 

2 . 7日は“七日正月，，ともいい、七草がゆ 

を食べるのが習わし。春の七草のうち、三 

味線草は次のどれに当たるでしょう？ 

④すずしろ ⑧すずな ＠なずな 

3 、おとそを飲む習慣は、平安時代に中国か 

ら伝わったもの。このおとそは、どういう 

順にすすめるのがしきたりでしょう？ 

④年長者から ⑧年齢の若い順に 

＠年齢に関係なく女性から 

4、風邪の予防に効果があるといわれている 

栄養素は、次のうちどれでしょう？ 

④ビタミンA ⑧ビタミンBi C ）鉄分 

5 、うどんなどの汁が、少し塩辛く感じると 

き、何を加えたら味がよくなるでしょう？ 

④砂糖 ⑧酢 ⑥水 

航寡の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、1 月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

【第52回a塀答】 

1 @ 2 ⑧ 3 ④ 

【正解者】 

1 

自
分
の
将
来
の
た
め
に
、
二
十
歳
に
 

な
っ
た
ら
必
ず
役
場
国
保
年
金
係
で
国
 

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
す
ま
せ
ま
し
 

ょ、フ。 
国
民
年
金
告
知
板
 

圏
昭
和
三
十
六
年
生
れ
の
方
へ
 

あ
な
た
は
今
年
で
満
ニ
十
歳
、
勤
め
 

先
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
 

て
い
な
い
限
り
国
民
年
人
立
へ
の
加
入
義
 

務
が
生
れ
ま
す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
 

す
ぐ
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

圏
昭
和
二
十
一
年
生
れ
の
方
へ
 

あ
な
た
は
今
年
で
満
三
十
五
歳
、
六
 

十
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
問
を
二
＋
 

五
年
必
要
と
す
る
書
一
年
金
の
受
給
権
 

が
と
れ
る
か
、
と
れ
な
い
か
の
別
れ
道
。
 

国
民
年
ム
皿
に
未
加
入
の
人
や
、
保
険
 

料
を
滞
納
し
て
い
る
人
は
、
も
フ
、
 

「 

待
っ
た
な
し
」
の
年
で
す
。
 

役
場
の
国
保
年
金
係
へ
必
ず
ご
相
談
 

く
だ
さ
い
。
 

圏
大
正
十
年
生
れ
の
方
へ
 

あ
な
た
は
今
年
で
満
六
十
歳
。
国
民
 

年
金
の
保
険
料
を
全
部
か
け
終
り
、
あ
 

と
は
老
齢
年
金
を
請
求
す
る
ば
か
り
に
 

な
り
ま
し
た
。
六
十
歳
か
ら
で
も
老
齢
 

年
金
を
請
求
で
き
ま
す
が
、
年
金
額
が
 

四
十
二
％
も
割
引
か
れ
ま
す
。
 

で
き
れ
ば
書
一
年
金
の
請
求
年
齢
（
 

六
十
五
歳
）
ま
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
 

く
だ
さ
い
。
 

圏
大
正
五
年
生
れ
の
方
 

あ
な
た
は
今
年
で
満
六
十
五
歳
。
老
 

齢
年
金
受
給
者
に
仲
間
入
リ
で
す
。
誕
 

生
日
が
き
た
ら
老
齢
年
金
の
請
求
手
続
 

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

成
人
病
対
策
 
そ
の
三
 

圏
噌
好
と
成
人
病
 

①
 
酒
ー
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
 

い
ろ
い
ろ
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
が
あ
 

り
ま
す
が
、
日
本
酒
な
ら
二
合
く
ら
い
、
 

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
プ
ル
ー
杯
く
ら
い
 

が
適
量
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
ア
ル
コ
 

ー
ル
は
も
と
も
と
体
に
と
っ
て
は
有
害
 

物
質
で
す
か
ら
、
飲
み
す
ぎ
は
有
害
物
 

!
 

、
 
'
 

質
を
処
理
す
る
役
目
を
も
つ
肝
臓
を
酷
 

使
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
酒
飲
み
に
 

肝
硬
変
が
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
 

胃
潰
傷
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
強
い
粘
 

膜
刺
激
作
用
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
 

「
糖
尿
病
に
日
本
酒
は
よ
く
な
い
が
、
 

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
い
い
」
と
は
よ
く
き
 

く
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
迷
信
で
す
。
 

糖
尿
病
と
い
う
病
気
は
、
血
液
中
の
 

糖
分
が
う
ま
く
利
用
さ
れ
ず
に
、
い
わ
 

ば
あ
ふ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
日
本
 

酒
も
ウ
イ
ス
キ
ー
も
体
内
で
は
同
じ
糖
 

分
と
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
ち
ら
も
 

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
な
に
し
ろ
、
控
 

住
民
福
祉
講
座
の
開
催
 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
赤
池
町
 

杜
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
住
民
福
祉
講
 

座
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

▼
対
象
 
o
社
会
福
祉
に
関
心
あ
る
人
 

o
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
初
め
よ
フ
 

と
す
る
人
 
o
子
ど
も
会
や
老
人
ク
 

ラ
ブ
の
運
営
に
関
心
あ
る
人
 

▼
定
貝
 
40 

名
 

▼
と
き
 

o
l
月
 16 

日
圏
【
住
民
福
祉
に
つ
い
 

て
（
県
社
協
地
域
課
長
、
松
永
俊
文
 

氏） 

13 

時
ー
 14 

時
 30 

分
 

o
l
月
 23 

日
圏
n
老
人
福
祉
に
つ
い
 

て
（
奈
多
創
生
園
長
、
安
武
浩
爾
氏
 

) 
10 

時
 30 

分
ー
 12 

時
 

o
l
月
 30 

日
金
【
児
童
？
福
祉
に
つ
い
 

て
（
西
南
女
学
院
短
大
助
教
授
、
保
 

田
井
進
氏
）
 
10 

時
 30 

分
ー
 12 

時
 

※
い
ず
れ
も
午
前
 10 

時
ー
午
後
3
時
 

▼
と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

▼
参
加
費
 
2
0
0
円
 

p 

▼
申
込
み
 

1
月
 13 

日
閃
ま
で
に
赤
池
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
内
）
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
下
 

さ
い
。
固
赤
池
4
6
4
6
番
 

茶
の
間
に
福
祉
番
組
を
 

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
番
組
の
利
用
を
 

ご
存
知
で
す
か
。
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
 

で
は
各
種
の
福
祉
番
組
が
放
送
さ
れ
、
 

福
祉
に
関
す
る
有
益
な
情
報
が
た
く
さ
 

ん
盛
リ
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
 

用
下
さ
い
。
 

（
放
送
日
時
等
は
、
若
干
 

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）
 

@
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
 

「
福
祉
の
時
代
』
毎
週
金
曜
午
後
6
 

・・
 

00 

1
6
・・
 

30 

分
。
再
放
送
土
曜
0
・・
 

30 

1
1
・・
 

00 

分。 

「
聴
力
障
害
者
の
時
 

即
毎
週
日
曜
午
後
6
・‘
 

00 

1
7
・・
 

00 

分
。
再
放
送
翌
日
曜
の
同
一
時
間
。
 

@
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
二
放
送
 

r 

え
目
の
量
を
、
し
か
も
肴
と
い
っ
し
ょ
 

に
楽
し
み
な
が
ら
飲
む
こ
と
。
こ
れ
が
 

上
手
な
酒
の
飲
み
方
で
す
。
そ
し
て
晩
 

酌
を
し
た
ら
、
米
の
ご
は
ん
な
ど
は
軽
 

く
口
な
お
し
て
い
ど
に
食
べ
る
よ
っ
に
 

す
る
こ
と
が
糖
質
の
と
り
す
ぎ
を
防
ぐ
 

道
で
す
。
 

②
 
た
ば
こ
の
害
 

い
い
つ
く
さ
れ
た
こ
と
ば
で
す
が
、
 

た
ば
こ
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
 

で
す
。
た
ば
こ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
 

病
気
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
死
亡
 

率
み
嵩
め
る
病
気
は
、
肺
ガ
ン
、
気
管
 

支
炎
、
肺
気
腫
な
ど
の
肺
の
障
害
、
狭
 

心
症
や
心
筋
硬
塞
の
心
臓
障
害
で
す
。
 

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
、
吸
わ
な
い
人
 

に
比
べ
て
ど
れ
だ
け
死
亡
率
が
高
い
か
 

と
い
う
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
男
子
で
 

一
日
に
 10 

本
吸
う
人
は
 40 

％、 

10 

ー
 19
 

本
で
 70 

％、 

20 

ー
 39 

本
で
 90 

％、 

40 

本
 

以
上
の
人
は
m
％
も
高
い
と
い
う
数
字
 

が
あ
り
ま
す
。
 

肺
ガ
ン
は
昭
和
二
十
五
年
に
比
べ
る
 

と
、
四
十
五
年
に
は
五
倍
に
も
ふ
え
て
 

い
ま
す
。
心
筋
硬
塞
に
よ
る
死
亡
で
み
 

る
と
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
の
死
亡
は
、
 

吸
わ
な
い
人
の
二
倍
に
も
達
す
る
と
い
 

わ
れ
ま
す
。
 

た
ば
こ
の
ニ
コ
チ
ン
は
、
心
ぱ
く
数
 

を
高
め
、
血
圧
を
上
げ
る
作
用
を
し
ま
 

す
。
た
ば
こ
の
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
は
 

ま
た
、
唾
液
と
い
っ
し
ょ
に
飲
み
こ
ま
 

れ
、
胃
の
粘
膜
を
刺
激
し
て
胃
を
悪
く
 

し
ま
す
。
朝
、
目
覚
め
の
一
服
な
ど
、
 

と
く
に
よ
く
な
い
習
慣
で
す
。
 

ノ 
j

ノ
 

' 

赤
池
支
部
だ
よ
り
 
0J 

緑
十
字
（
 20 

年
以
上
）
表
彰
 

交
通
安
全
の
精
神
を
遵
守
し
、
永
年
 

（
二
十
年
以
上
）
に
わ
た
り
無
事
故
無
 

違
反
の
優
良
運
転
者
（
緑
十
百
」
春
皿
賞
）
 

二
人
に
、
田
川
警
察
署
長
よ
り
表
彰
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

止
耐
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。
 

▽
金
畑
勲
（
貴
船
）
▽
乾
丈
夫
（
車
 

道
）
の
二
人
。
 

謹
賀
新
年
 

昭
和
五
十
六
年
の
新
春
を
迎
え
、
お
 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
皆
 

様
方
の
ご
理
解
あ
る
日
常
生
活
に
よ
り
 

ま
し
て
、
お
蔭
様
で
赤
池
町
内
の
交
通
 

事
故
が
一
段
と
減
少
し
ま
し
た
こ
と
、
 

支
部
員
一
同
感
謝
致
し
て
お
リ
ま
す
。
 

ご
存
知
の
如
く
、
年
々
免
許
を
受
け
 

ら
れ
る
人
、
並
び
自
動
車
台
数
の
急
増
 

に
よ
り
、
安
全
施
設
の
充
実
に
努
力
し
 

て
参
り
ま
し
た
が
、
何
分
に
も
無
子
算
 

の
た
め
賛
助
会
費
に
頼
っ
て
い
る
次
第
 

で
す
。
 

皆
様
の
ご
理
解
を
拝
み
、
賛
助
会
費
 

方
の
ご
協
力
を
賜
リ
、
な
お
一
層
の
施
 

設
の
充
実
を
は
か
り
、
無
事
故
に
む
か
 

っ
て
一
層
の
協
力
体
制
を
整
え
て
進
み
 

た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
支
女
全
で
、
幸
福
な
毎
日
を
楽
 

し
く
過
さ
れ
る
よ
う
支
部
一
同
お
祈
り
 

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
 

致
し
ま
す
。
 

（
支
部
長
）
奥
永
昭
政
 

『
心
身
障
害
児
と
共
に
』
毎
週
日
曜
 

午
後
7
・・
 

00 

1
7
・・
 

30 

分
。
再
放
送
日
 

曜
午
前
8
・・
 

00 

1
8
・・
 

30 

分。 

「
盲
人
 

の
時
凹
毎
週
土
曜
午
後
1
・一
 

30 

1
2
 

・・
 

00 

分
。
再
放
送
日
曜
午
後
9
・・
 

30 

ー
 

10 

・・
 

00 

分。 

⑨
ラ
ジ
ォ
短
波
 

『
精
薄
相
談
室
」
毎
週
日
曜
午
前
7
 

・・
 

45 

1
8
・・
 

15 

分
。
『
精
薄
児
の
教
育
」
 

毎
週
月
曜
午
前
7
・・
 

30 

1
7
・・
 

45 

分。 

『
障
害
者
雇
用
の
広
場
』
毎
週
月
曜
 

午
後
7
・・
 

15 

1
7
・・
 

30 

分。 

新
規
の
民
生
委
員
・
児
童
 

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

五
十
五
年
十
二
月
一
日
付
で
、
新
規
 

に
民
生
委
員
・
児
童
）
委
員
が
厚
止
」
」
大
臣
、
 

県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
香
月
町
長
よ
 

り
辞
令
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
委
員
の
氏
名
と
担
当
地
域
は
、
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

之
ー
 

、ー
 

，
ノ
 

▽
阿
部
貫
一
 

（
中
町
一
、
新
町
、
北
 

町
一
、
三
、
下
高
尾
、
西
町
、
下
西
町
、
 

小
藤
団
地
）
▽
池
永
直
（
東
組
、
中
組
 

、
西
組
、
岩
屋
組
、
板
屋
団
地
、
赤
池
 

団
地
）
▽
伊
藤
利
子
（
旭
ケ
丘
、
貴
船
 

一
ー
三
、
徳
人
原
7
ニ
、
本
町
7
三
）
▽
 

浦
田
一
（
常
福
、
原
田
、
大
谷
、
今
屋
 

敷
、
中
里
、
上
里
、
山
崎
）
▽
加
治
カ
 

ホ
ル
（
天
郷
、
皿
山
、
上
下
小
路
、
堀
 

田
、
原
、
薬
王
寺
）
▽
亀
谷
松
治
（
町
 

営
伏
原
一
‘
五
、
伏
原
一
I
五
）
▽
久
原
ま
 

す
み
（
上
の
原
 
・
三
、
下
町
一
ー
ニ
、
大
 

和
町
一
、
ニ
、
昭
和
町
）
▽
長
谷
川
伍
助
 

（
六
区
、
七
区
、
八
区
、
全
域
）
▽
藤
 

井
登
志
喜
（
車
道
一
、
四
、
暁
町
、
稲
荷
 

7
ニ
）
▽
藤
岡
登
（
松
本
一
・
ニ
、
県
営
 

伏
原
、
朝
日
町
、
上
下
桜
町
、
西
ケ
丘
、
 

南
町
、
東
町
、
南
町
団
地
）
▽
森
千
代
 

子
（
大
久
保
、
上
谷
、
中
谷
、
下
谷
、
 

諏
訪
山
、
上
野
病
院
、
大
浦
団
地
、
大
 

浦
一
ー
二
）
▽
山
田
政
蔵
（
高
尾
一
ー
二
、
 

上
寿
、
下
寿
、
西
寿
、
高
尾
団
地
）
 

⑥
 

に
J
 ⑥
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今回の応募総数12通のうち、正解は1通で 

した。よって、次の方に記念品を贈リます。 

（敬称略） ト田中 芳子（下桜町） 

〔1月の休館日〕 

5 日、12日、15日、19日 

26日 

※正月休み 1日～3日 

〔演 芸 日〕 

4日、8日、11日、18日 

22日、25日、29日 

~〔福祉バス運行日〕 

~ 4日、7日、8日、10日 

! 11日、14日、17日、18日 

1 21日、22日、24日、25日 

1 28日、29日、31日 

~〔仏教法話会〕 

~ 14日困 午前11時より 

一
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

12 

月
 12 

日
現
在
 

金
 
封
 
立
花
 
征
美
（
東
町
）
 

金
 
封
 
友
石
ア
ヅ
マ
（
西
町
）
 

金
 
封
 
大
城
ナ
ミ
ェ
（
町
営
伏
原
）
 

金
 
封
 
熊
谷
 
克
己
（
下
町
）
 

金
 
封
 
木
村
 
キ
ミ
（
市
場
）
 

金
 
封
 
土
師
 
良
】
（
本
町
）
 

金
 
封
 
大
久
保
千
代
彦
（
堀
田
）
 

金
 
封
 
長
谷
川
政
秀
（
市
場
）
 

金
 
封
 
佐
々
木
幸
夫
（
板
取
）
 

金
 
封
 
斉
藤
 

豊
（
本
町
）
 

金
 
封
 
堀
川
三
次
郎
（
伏
原
）
 

〔寄 

付〕 

●
伏
原
老
人
会
 
五
千
円
 

●
松
岡
 
昌
文
 

二
万
円
 


